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今年は、
５年に１度の
国勢調査の年

乳児救命講習で真剣に指導を受けるお母さん

女性
消防団員
まるごと！
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Q&A国勢調査

Ｑ１　今回は、インターネットでの回答ができるのですか？
Ａ１　今年の国勢調査から、インターネットでの回答ができるようになり

　　ました。９月上旬、調査員が配布する説明書に書かれているパスワー
　　ドを利用して回答ができます。インターネットで回答した場合は、 
　　そこで調査は終了します。インターネットを利用しなかった世帯に
　　は、後日、調査員が調査用紙を配布・回収します。

Ｑ２　国勢調査員とはどんな人？
Ａ２　調査用紙を配布・回収する国勢調査員は、市町村長の推薦に基づい

　　て、総務大臣が任命する非常勤の国家公務員です。
Ｑ３　個人情報は守られるの？
Ａ３　調査する人が、調査結果を他人に漏らしたり、統計を作る目的以外

　　に調査用紙を使ったりすることは、法律で禁じられています。調査
　　用紙は、外部の人の目に触れないよう厳重に保管し、集計後は、全
　　て溶かして再生紙に生まれ変わります。

【データで見る宗像市】

　過去から将来にわたっての人口構成図（右図）を見てみると、昭和55年
に比べ、前回の調査（平成22年）の方が、子育て世代の割合が減っている
ことが分かります。さらに、平成32年の予測では、高齢者の割合が増える
とともに、０～４歳の子どもの減少が予測されています。

　国勢調査は、全世帯、全市民が対象です。
みなさんの協力をお願いします。９月上旬か
ら調査員が伺います。
■問い合わせ先
　経営企画課（国勢調査担当）　☎（36）2414
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団
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は
、
現
在
、
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人
で
防
火
・

防
災
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動
や
、
広
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動
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命
講
習
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ー
ト
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動
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い
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。

　
日
の
里
中
で
６
月
１
日
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自
由
ヶ
丘
中
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同
２
日
、
玄

海
中
で
同
４
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、
中
央
中
で

同
５
日
、
宗
像
地
区
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防
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部
と
共
に
救
命
講
習
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導
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施
。
中
学
生
の
熱
心
に

取
り
組
む
姿
に
、
私
た
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「
ま
た
頑
張
ろ
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と
元
気

を
も
ら
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。
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た
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れ
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し
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人
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。
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救
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講
習
も
実
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し
、
た
く
さ
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お
母
さ
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加
し
て
も
ら
い
、「
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際
に
し
て
み
て
よ
か
っ
た
で

す
」
な
ど
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声
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も
ら
い
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し
た
。

　
今
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、
１
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も
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よ
う
、
応
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当
の
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及
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協
力
し
て
い
き
ま
す
。
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【市の人口構成図】（昭和 55 年、平成 22 年の国勢調査結果）
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【昭和55年】

【平成22年】

【平成32年（推計）】＊国立社会保障・人口問題研究所推計
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